
短期プログラム カンボジア孤児院 インターンシップ 

 
プノンペン孤児院(AIESEC) 2 ヶ月 

文学部 3 年 大口智実 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
≪一週間のスケジュール≫ 
 月 火 水 木 金 土 日 
AM 9:00 孤児院に Tuktuk で出勤 

10:00~英語の授業  
11:00~昼食 
12:00~休憩（子ども達と一緒にお昼寝することも） 

旅行 
マーケットで買い物 
NGO や大学訪問 
博物館見学 
現地アイセックとの

パーティー 
家事などなど 

PM 13:00~授業やその他の活動 
14:00 ~子ども達と遊び!!  
16:00~帰宅 
17:00~夕食・シャワー・洗濯・授業準備など 

 
ブログ：http://ameblo.jp/hdtomomi-intern17/ 
 
 

•費用 ≫ 航空券15万,生活費5万,旅行&お土産2万  
•     VISA6800,住居1万,保険15000 
•レート≫ 80円=1$=4000リエル 

お
金 

インターンシップ先 SCCDO 
(Save Children and Community 
Development Organization) 

期間 2011/8/8~2011/9/23 

動機 ・今までにしたことのない経験をしてみたかった 
   ・大学生活のなかでやりきった！と言える経験がしたかった 
   ・東南アジアへの興味 
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≪インターンシップ前後のスケジュール≫ 
 インターンシップ前 イ ン

タ ー

ン シ

ッ プ

中 

インターンシップ後 
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

2010,10 応募 
2011,3 面接試験 
2011,4~2011,6 インターン先選定 
2011,8,5（出国前日） 
アイセックのミーティングにて 
インターン内容や目標発表 

2011,9 
アイセックのミーティングにて報告 
2011,10~振り返り、報告会企画 
2011,11,6 報告会開催 

 
■海外インターンシップに参加した理由 
私は 1 年生のときから、アイセックの送出事業局に所属しており、海外インターンシ

ップの運営をしていました。2 年生では送出事業局長を務めました。アイセックの活

動を通し、沢山の素敵なインターンに触れ、自分もいつか参加してみたいと思い続け

ていました。そして 2 年生の秋、3 年生で何をしようかと考えたとき、いくつかやり

たいことがありました。しかし、今まで海外インターンの運営（いわばサポート）を

してきて、自分が行かないで大学生活が終わる、「大学生活何をやっていた？」と聞か

れて、「海外インターンシップに学生を送り出していました」としか答えられないのは

絶対嫌だ！海外インターン参加だけは自分の大学生活の中で絶対に外せない！と感じ、

インターンに行こうと決意しました。 
 
■準備 
私がインターンシップに応募したのは 2010 年 10 月、インターン開始予定は 2011 年

8 月だったので、かなり期間がありました。（実際はこんなに早く応募する必要はあり

ません）早くした理由は、準備期間を長くとりたかったから、応募することでインタ

ーンに参加するという決意を揺らがせないためです。応募してから面接試験までは、

インターンを有意義なものにするべく、担当のマネージャーとインターン参加の目的

やどのようなことがしたいか、将来何がしたいか等々が明確になるように話しました。 
また、教育系のインターンを希望していましたが、子供に何かを教えた経験が無かっ

たので、2 月から中学生の家庭教師を始めました。いかに勉強に飽きずに英語に興味

を持ってもらうか、年の離れた子との接し方を自分なりに考える良い機会になりまし

た。また、日本語教育を特にやりたいと思っていたので、日本語教育の方法を学ぶた

め 3 年生前期に、留学生向けの日本語の授業に参加させていただきました。授業に参

加させて下さった中村先生は、日本語を教える際に気をつけることや生徒との接し方、

海外で生活する際の注意など、沢山のことを教えてくださいました。その他、VISA、

保険加入、予防接種（A 型肝炎・破傷風）、国際学生証、持ち物の準備をしました。 
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■SCCDO について 
私のインターンシップ先 SCCDO(Save 
Children and Community Development 
Organization)というカンボジア・プノンペ

ンにある孤児院でした。ここでは 2 歳~14

歳までの子ども達が生活しており、スタッ

フは常駐 4 名、入れ替わりで 6 名程が来て

いました。子ども達は片親で家庭が貧しい

ために一緒に生活できず、預けられている子がほとんどでした。生まれた場所や年齢、

孤児院に来た時期は様々ですが、みな元気に仲良く暮らしています。2011 年の夏は、

日本人 2 名・インドネシア人 2 名・中国人 2 名・台湾人 1 名が、8~9 月にかけてきて

いました。また、他の団体から派遣されてくるボランティアもいました。 
 
■インターン内容 
主な仕事内容は英語の授業でした。下級生クラス（6~9 歳）、上級生クラス（10~14
歳）があり、インターン生同士で分担して授業を行っていました。下級生クラスでは、

イラストや絵本、実物を用いながら、簡単な英単語を教え、上級生クラスではカンボ

ジア人スタッフに訳を頼んで、未来形や 3 単現の s 等の文法を教えていました。また、

日本文化紹介として書道をしたり、名前をカタカナで教えたりしました。他にも、孤

児院から衛生環境、経営資金集めに取り組んでほしいと言われ、もう一人の日本人イ

ンターン生のアイディアで、子供たちにシラミ殺虫のシャンプーをしたり、一緒に洗

濯をしたりもしましたし、売ってお金が集められるようにアクセサリー作りを教えも

しました。授業をする中で、子ども達に教えたことが定着しているのかわからない、

子ども達によってレベルに差がある、復習をする習慣が無い等の問題が見つかったた

め、テストの実施とその記録を提案しました。しかし、

期間の都合で実施まで出来ず、テスト問題案を作って他

のボランティアに託して帰国してしまったのが心残りで

す。インターン生の具体的な仕事内容は決まっていませ

んが、スタッフのミーティングに参加して、やりたいこ

とを提案・実行させてもらえる、とても自由で働きやす

い職場でした。 
 
■生活【住居】 
滞在先は現地アイセックが手配してくれたアパートで、

他の国から集まったインターン生とルームシェアでした。 アパートの大家さんと 

短期プログラム カンボジア孤児院 インターンシップ 

日本人インターン生と二人部屋で、中国人・インドネシア人の子とリビング・お風呂・

トイレ・洗濯機を共有しており、多い時期は 8 人で住んでいました。カンボジアでの

住居には全く期待していなかったため、お湯の出るシャワー・日本製の洗濯機・ベッ

ドがあり、大満足で快適な生活を送ることができました。夜にはベランダで外を眺め

たり、テレビを見たりしながら、お喋りをして過ごしたり、食べ物をシェアしたりと、

日本では自宅暮らしの私にとって、とても新鮮で楽しい日々でした。 
 
■生活【食べ物】 
朝食はスーパーで買ったシリアルや食パンを食べ、昼食は孤児院の近くの KFC にイ

ンターン生と一緒に行っていました。終盤は子ども達と一緒に、孤児院で食べていま

した。夜は他インターン生と近所の食堂（3000 リエル～）や外国人向けレストラン（4
ドル～）に行ったり、屋台で買ってきたりしていました。カンボジアの食べ物はとて

も食べやすく、日本人の口に合うと思います。よく好んで食べていました。お気に入

りはアモック（鶏肉や魚のココナッツミルク蒸し）やカンボジアンカレー、フライド

ライス、クメールデザート（ココナッツミルクを、もち米やバナナ・さつまいも等に

かけたもの）です。路上にお店を出して売っている肉まんや揚げバナナもおいしく、

食べ物に困ることも飽きることもありませんでした。 
 
■生活【服装】 
季節は日本の夏です。上は基本的に半袖ですが、朝や雨の日は冷えるため、パーカー

が役立ちました。下は、蚊や日焼け・けがが心配だったので、常に裾の長いものをは

いていました。靴はクロックスを愛用していました。靴下要らずですし、スニーカー

より着脱が楽、しかもサンダルより安全です。 
 
■治安 
現地アイセックメンバーから夜は出歩かないようにと言われていたことと、アパート

メントの外門の鍵が閉まってしまうことから、夜 9 時以降に外出することはありませ

んでした。盗難や強盗にあったことはありません。ただ Tuktuk やバイクドライバー

との小さなトラブルは多かったです。道を間違えて

遠回りした分を請求してくる、指定した時間に来な

い等は日常茶飯事です。また、バイク事故は滞在中

に 3 回見ました。どれも大事ではありませんでした

が、バイクタクシーを利用する際は、運転が下手だ

と思ったらすぐに降りる等注意が必要です。 
 プノンペンの街並み 

48



短期プログラム カンボジア孤児院 インターンシップ 

■SCCDO について 
私のインターンシップ先 SCCDO(Save 
Children and Community Development 
Organization)というカンボジア・プノンペ

ンにある孤児院でした。ここでは 2 歳~14

歳までの子ども達が生活しており、スタッ

フは常駐 4 名、入れ替わりで 6 名程が来て

いました。子ども達は片親で家庭が貧しい

ために一緒に生活できず、預けられている子がほとんどでした。生まれた場所や年齢、

孤児院に来た時期は様々ですが、みな元気に仲良く暮らしています。2011 年の夏は、

日本人 2 名・インドネシア人 2 名・中国人 2 名・台湾人 1 名が、8~9 月にかけてきて

いました。また、他の団体から派遣されてくるボランティアもいました。 
 
■インターン内容 
主な仕事内容は英語の授業でした。下級生クラス（6~9 歳）、上級生クラス（10~14
歳）があり、インターン生同士で分担して授業を行っていました。下級生クラスでは、

イラストや絵本、実物を用いながら、簡単な英単語を教え、上級生クラスではカンボ

ジア人スタッフに訳を頼んで、未来形や 3 単現の s 等の文法を教えていました。また、

日本文化紹介として書道をしたり、名前をカタカナで教えたりしました。他にも、孤

児院から衛生環境、経営資金集めに取り組んでほしいと言われ、もう一人の日本人イ

ンターン生のアイディアで、子供たちにシラミ殺虫のシャンプーをしたり、一緒に洗

濯をしたりもしましたし、売ってお金が集められるようにアクセサリー作りを教えも

しました。授業をする中で、子ども達に教えたことが定着しているのかわからない、

子ども達によってレベルに差がある、復習をする習慣が無い等の問題が見つかったた

め、テストの実施とその記録を提案しました。しかし、

期間の都合で実施まで出来ず、テスト問題案を作って他

のボランティアに託して帰国してしまったのが心残りで

す。インターン生の具体的な仕事内容は決まっていませ

んが、スタッフのミーティングに参加して、やりたいこ

とを提案・実行させてもらえる、とても自由で働きやす

い職場でした。 
 
■生活【住居】 
滞在先は現地アイセックが手配してくれたアパートで、

他の国から集まったインターン生とルームシェアでした。 アパートの大家さんと 

短期プログラム カンボジア孤児院 インターンシップ 

日本人インターン生と二人部屋で、中国人・インドネシア人の子とリビング・お風呂・

トイレ・洗濯機を共有しており、多い時期は 8 人で住んでいました。カンボジアでの

住居には全く期待していなかったため、お湯の出るシャワー・日本製の洗濯機・ベッ

ドがあり、大満足で快適な生活を送ることができました。夜にはベランダで外を眺め

たり、テレビを見たりしながら、お喋りをして過ごしたり、食べ物をシェアしたりと、

日本では自宅暮らしの私にとって、とても新鮮で楽しい日々でした。 
 
■生活【食べ物】 
朝食はスーパーで買ったシリアルや食パンを食べ、昼食は孤児院の近くの KFC にイ

ンターン生と一緒に行っていました。終盤は子ども達と一緒に、孤児院で食べていま

した。夜は他インターン生と近所の食堂（3000 リエル～）や外国人向けレストラン（4
ドル～）に行ったり、屋台で買ってきたりしていました。カンボジアの食べ物はとて

も食べやすく、日本人の口に合うと思います。よく好んで食べていました。お気に入

りはアモック（鶏肉や魚のココナッツミルク蒸し）やカンボジアンカレー、フライド

ライス、クメールデザート（ココナッツミルクを、もち米やバナナ・さつまいも等に

かけたもの）です。路上にお店を出して売っている肉まんや揚げバナナもおいしく、

食べ物に困ることも飽きることもありませんでした。 
 
■生活【服装】 
季節は日本の夏です。上は基本的に半袖ですが、朝や雨の日は冷えるため、パーカー

が役立ちました。下は、蚊や日焼け・けがが心配だったので、常に裾の長いものをは

いていました。靴はクロックスを愛用していました。靴下要らずですし、スニーカー

より着脱が楽、しかもサンダルより安全です。 
 
■治安 
現地アイセックメンバーから夜は出歩かないようにと言われていたことと、アパート

メントの外門の鍵が閉まってしまうことから、夜 9 時以降に外出することはありませ

んでした。盗難や強盗にあったことはありません。ただ Tuktuk やバイクドライバー

との小さなトラブルは多かったです。道を間違えて

遠回りした分を請求してくる、指定した時間に来な

い等は日常茶飯事です。また、バイク事故は滞在中

に 3 回見ました。どれも大事ではありませんでした

が、バイクタクシーを利用する際は、運転が下手だ

と思ったらすぐに降りる等注意が必要です。 
 プノンペンの街並み 

49

短
期



短期プログラム カンボジア孤児院 インターンシップ 

■休日 
たった 2 ヶ月の滞在だったので、毎週毎週の休日が

とても貴重でした。インターン友達とシハヌークビ

ルというビーチやアンコールワットに旅行に出かけ

たり、マーケットで買い物をしたり、アイセック主

催のパーティーに参加したりして楽しく過ごすこと

もあれば、大学や NGO を訪問したり、トゥールスレン博物館（ポル・ポト政権時に

収容所として使われており、現在は拷問の器具や当時の写真が展示されている）を見

学したりすることもありました。9 月末にはカンボジアのお盆があり、パゴダ（お寺）

に行き、子どもたちに教えられながら参拝をさせてもらいました。 
 
■印象に残ったエピソード① 
日本人の友人とパゴダ（お寺）に行った際、大勢の人が集まっていたため、何をして

いるのか、近くにいた方に話しかけてみました。彼女はお盆の習慣について説明して

くれ、私達が日本人だとわかると「私達の国を助けてくれたから、日本にはとても感

謝している」と言いました。友人が「私たちはただ日本人なだけで、私達自身は何も

していない」と言うと「私自身も日本には何

もされていない。でも私の家族や国が助けら

れたから感謝している」と答えました。カン

ボジアは親日な国であるとは聞いていました

し、滞在中に日本の国旗が道に掲げられてい

る日もありましたが、こうして直接聞くこと

で、かつて日本はカンボジアの復興を助けて

きたのだと実感することができました。 
参拝の仕方を教えてくれた子ども達 

 
■印象に残ったエピソード② 
ずっと一緒に生活・インターンをしてきた日本人インターン生の友達が帰国する日、

孤児院の子供たちやスタッフと空港にお見送りに行きました。一緒に頑張ってきたカ

ンボジアでの生活が終わってしまうと思うと、とても寂しくなり、私は子供の前で泣

いてしまいました。その数日後から、子供たちは貧しくて一緒に暮らせない親の元に

短期間帰る予定だったのですが、一人だけ帰る家族のいない男の子Watouが私に、「No 
cry, happy. Aiko, go home. Natsuki go home. （他の子供を指して） Go home, go 
home. Tomomi no go home. Watou no go home. Same.」と言いました。私は残り 1
週間ほど一人で生活するだけで、日本に帰る家も家族もあります。それなのに私達を
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同じだと言ってくれて、わかる英語で私を励ましてくれる Watou の気持ちが本当に愛

おしくて、子供たちに何か残したいと心の底から思いました。 
 
■カンボジア生活を振り返って 
私にとってカンボジアで過ごした 2 ヶ月は、大学生活の中で一番充実した 2 ヶ月間で

した。毎日新しい出来事があって、新しい出会いがあって…同じ日は一日だってあり

ません。そんな充実した日々を過ごせたのは、たった 2 ヶ月しか無いという緊張感と、

せっかくカンボジアに来たのだから色々経験しておこう！という好奇心と、自分は日

本から来ているのだから多少のことは許されるだろうという良い意味での楽観視だと

思います。カンボジアでアンコールワットやパゴダで宗教や文化に触れたり、博物館

見学で歴史を学んだりもしましたし、カラオケや遊園地に行って現代のカンボジアも

楽しみました。プノンペン大学の日本語学科の学生やカンボジアで働いている日本人、

近所のお店の人等々、沢山の人と関わりました。インターンシップですが仕事をしな

がら、自分で食べ物や日用品を買って、多方面からカンボジアに触れることで、短い

ながらも「プノンペンで生きた！」という感じがしました。 
 
■インターンシップを振り返って 
私のインターンシップは本当に自由度が高く、言われている英語の授業だけをやって

2 ヶ月過ごすことも、ただ子ども達と遊んで過ごすこともできたでしょう。でも、イ

ンターン生として受け入れてもらっている以上、何か恩返しをしなくてはと思ってい

ました。カンボジアで生活し、インターン仲間やスタッフと話していく中で、カンボ

ジアには孤児、AIDS、人身売買、教育者不足…沢山の問題があることがわかりまし

た。そして、子ども達と過ごす毎日の中で、子ども達の勉強への意欲、純粋な心、優

しさ…に触れ、どうしてもこの子たちのために何かしたいと思いました。実際、私に

はカンボジアの社会問題を解決できるような力はありませんし、孤児院の子ども達の

未来を守ることもできません。それでも、私ができる小さなことでも何か残していき

たいと思いました。しかし、2 ヶ月という期間はあまりに短く、生活・インターンシ

ップに慣れ、孤児院について知り、何をすれば良いか考えるときには半分以上が過ぎ

ていました。現状把握をできるだけ短期間でし、限られた時間の中で何を達成するか

をいかに見極めるかが大事だと実感しました。 
 
■最後に 
私はたった 2 ヶ月でカンボジアを変えたとも、子どもたちに何か残したとも言えませ

ん。ですが、初めて過ごすカンボジアは本当に刺激的で、途上国・東南アジア・孤児

…等に関して私が漠然と抱いていたイメージを変えました。将来関わっていきたいと
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■休日 
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謝している」と言いました。友人が「私たちはただ日本人なだけで、私達自身は何も

していない」と言うと「私自身も日本には何

もされていない。でも私の家族や国が助けら

れたから感謝している」と答えました。カン

ボジアは親日な国であるとは聞いていました

し、滞在中に日本の国旗が道に掲げられてい

る日もありましたが、こうして直接聞くこと

で、かつて日本はカンボジアの復興を助けて

きたのだと実感することができました。 
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孤児院の子供たちやスタッフと空港にお見送りに行きました。一緒に頑張ってきたカ

ンボジアでの生活が終わってしまうと思うと、とても寂しくなり、私は子供の前で泣

いてしまいました。その数日後から、子供たちは貧しくて一緒に暮らせない親の元に

短期間帰る予定だったのですが、一人だけ帰る家族のいない男の子Watouが私に、「No 
cry, happy. Aiko, go home. Natsuki go home. （他の子供を指して） Go home, go 
home. Tomomi no go home. Watou no go home. Same.」と言いました。私は残り 1
週間ほど一人で生活するだけで、日本に帰る家も家族もあります。それなのに私達を
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同じだと言ってくれて、わかる英語で私を励ましてくれる Watou の気持ちが本当に愛

おしくて、子供たちに何か残したいと心の底から思いました。 
 
■カンボジア生活を振り返って 
私にとってカンボジアで過ごした 2 ヶ月は、大学生活の中で一番充実した 2 ヶ月間で

した。毎日新しい出来事があって、新しい出会いがあって…同じ日は一日だってあり

ません。そんな充実した日々を過ごせたのは、たった 2 ヶ月しか無いという緊張感と、

せっかくカンボジアに来たのだから色々経験しておこう！という好奇心と、自分は日

本から来ているのだから多少のことは許されるだろうという良い意味での楽観視だと

思います。カンボジアでアンコールワットやパゴダで宗教や文化に触れたり、博物館

見学で歴史を学んだりもしましたし、カラオケや遊園地に行って現代のカンボジアも

楽しみました。プノンペン大学の日本語学科の学生やカンボジアで働いている日本人、

近所のお店の人等々、沢山の人と関わりました。インターンシップですが仕事をしな

がら、自分で食べ物や日用品を買って、多方面からカンボジアに触れることで、短い

ながらも「プノンペンで生きた！」という感じがしました。 
 
■インターンシップを振り返って 
私のインターンシップは本当に自由度が高く、言われている英語の授業だけをやって

2 ヶ月過ごすことも、ただ子ども達と遊んで過ごすこともできたでしょう。でも、イ

ンターン生として受け入れてもらっている以上、何か恩返しをしなくてはと思ってい

ました。カンボジアで生活し、インターン仲間やスタッフと話していく中で、カンボ

ジアには孤児、AIDS、人身売買、教育者不足…沢山の問題があることがわかりまし

た。そして、子ども達と過ごす毎日の中で、子ども達の勉強への意欲、純粋な心、優

しさ…に触れ、どうしてもこの子たちのために何かしたいと思いました。実際、私に

はカンボジアの社会問題を解決できるような力はありませんし、孤児院の子ども達の

未来を守ることもできません。それでも、私ができる小さなことでも何か残していき

たいと思いました。しかし、2 ヶ月という期間はあまりに短く、生活・インターンシ

ップに慣れ、孤児院について知り、何をすれば良いか考えるときには半分以上が過ぎ

ていました。現状把握をできるだけ短期間でし、限られた時間の中で何を達成するか

をいかに見極めるかが大事だと実感しました。 
 
■最後に 
私はたった 2 ヶ月でカンボジアを変えたとも、子どもたちに何か残したとも言えませ

ん。ですが、初めて過ごすカンボジアは本当に刺激的で、途上国・東南アジア・孤児

…等に関して私が漠然と抱いていたイメージを変えました。将来関わっていきたいと
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思えるものも見つけ、また会いたいと思える人、また行きたいと思える場所を沢山見

つけました。この 2 ヶ月間は、これからの大学生活だけでなく、私の人生を語る上で

きっと外せない経験になると思います。非日常への挑戦は、きっと自分の中で何かを

変えると思います。少しでもやりたいと思ったなら、ぜひ勇気を出して、挑戦してみ

てください！ 
 
 
≪インターンシップアンケート≫ 
① おすすめ（ガイドブックにないスポット、観光地、店、お気に入りの場所、食事 etc.） 
マッサージ!!!! オイルマッサージ 30 分で 4$など日本では考えられない安さで、気持

ちの良いマッサージが受けられます。あと、屋台の肉まん♪ 
 
② マナーやタブー 
特に気にすることはありませんでした。マナーやタブーよりも、交通事故や夜道・ぼ

ったくりの方が気を付けた方が良いと思いました。 
 
③ 持っていってよかったもの（重宝したモノ、喜ばれた日本のモノ、ウケた特技 etc.） 
・クロックス（サンダルより安全だし、靴より履きやすい） 
・折りたたみ傘（雨季だったので、夕方どしゃ降りになります） 
・洗濯紐&ハンガー 
・英語とクメール語と日本語の指差し会話帳 
（子どもの英語の勉強になる！クメール語を覚えることで、カンボジア人に喜んでも

らえるし、相手の母語で話そうとすると気持ちが伝わる気がする） 
・白い恋人（中国人インターン生に大ウケ） 
・アルプス一万尺（男女問わず子ど

も達が覚えていました） 
 
④ インターンシップ前の必見本 

or ウェブサイト 
「地球の歩き方 アンコール・ワッ

トとカンボジア」 
 

短期プログラム 東南アジア青年の船 スタディツアー 

2007 年経済学研究科卒業 吉田恵理    

 
船内の自国文化紹介で阿波踊りを披露 

 
 
 
 

 
日本丸航海記 
■はじめに 
 大学学部 4 年に加え、院 2 年の通算 6 年間で、フランスやチュニジアへの短期留学、企

業へのインターンシップ 2 社など多くの貴重な経験を得ましたが、なかでもダントツに濃

厚でしんどくて、でも最高であったのが、「東南アジア青年の船」事業です。 
この事業は内閣府による事業のため、いくぶんビューロクラティックな側面も持ちます。

しかしながら、移動中の船内活動はまっさらの白紙から参加青年がつくりあげていかねば

ならず、約 2 ヶ月間で、積極性、タフさ、交渉能力、どこかで折り合いをつけねばならな

い協調性を養うことができます。 
■応募と選考方法 
（１） 参加資格 

渡航形態 2006 年「東南アジア青年

の船」事業（内閣府青年国際交流事業）

期間 7 月末の事前研修 1 週間 
   10 月～12 月 

事業概要 
日本青年約 40 人とＡＳＥＡＮ10 か国の青年約 280 人が、52 日間、国内・船内

で共同生活などをしながら、東南アジア諸国を訪問する。 

訪問先 （2006 年事業）シンガポー

ル、インドネシア、マレーシア、ブ

ルネイ、フィリピン ※訪問国は事

業年度により異なる 
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